
セミナー名
ベーシックコース（東京）

ダイヤモンドコース（東京）
ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディング（東京）
宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問合せの上
　お申し込みください。
●受講料（税込）
　ベーシックコース （2日間） ￥25,000+消費税
　ダイヤモンドコース （2日間） ￥25,000+消費税
　パールグレーディングコース （1日間） ￥12,000+消費税
　宝石鑑別コース （2日間） ￥30,000+消費税
●セミナー開催時間： 東京 10:00～17:00
 大阪 10:30～17:00（会場の都合により）
 博多 10:00～16:30（開講最低人数5名）
お申し込みは下記までお願いします
東　京　TEL03-3837-0855  FAX03-3839-1455
大　阪　TEL06-6245-5187  FAX06-6245-5197
博　多　TEL092-472-3038  FAX092-472-3046

中央宝石研究所各セミナー 2018

11

27～28

9月
6～7

－

－

13～14

－
26

21～22

11月
8～9

－

－

15～16

－

－

16

25～26
18～19

11～12

10月
4～5

－

　9月5日・
6日に、エ
プソン販売
㈱、シチズ
ン時計㈱、
セイコーウ
オッチ㈱の
3社が、そ
れぞれに
秋冬の新
作腕時計
を発表する
合同提案
会として開
催 し た
「JAPAN

WATCH COLLECTION 2018」会
期2日目の6日、セイコーウオッチ㈱と
シチズン時計㈱の各社が業界新聞社
に向けた説明会を開き、上半期の実
績と下半期に投入する新作や提案な

どを発表した。
　両社ともに、上期の市況は緩やかに
回復傾向にあったものの、西日本など
の災害や猛暑などにより国内小売市
場の減速は大きいとの見方を示した。
また、同新作発表会の初日も前日の台
風による影響で出足が鈍ったが、2日
目には新作を求めるバイヤーで賑わ
い、秋口から年末商戦に向けて力を
注ぐ各ブランド商品に足を止める姿
やテーブルでの商談数も多く見られ、
後半への期待が強く寄せられた。

　シチズン時計は、8月9日に第一四半
期決算短信を発表済みだが、売上高と
しては、昨対同時期比で17年の363億
円に対し、18年は358億円でマイナス5
億円。営業利益は17年の26億円に対
し、18年が23億円とマイナス3億円と
なった。要因として、海外市場において
は各国、不確実性があるものの緩やか
な回復傾向にあるとし、利益としても増

収となった。一方国内は、100周年のイ
ベントで限定品が好調に推移したが、
市場回復には至らず、若干の力不足と
捉え、下期に力を注ぐとした。
　8月25日に発表され、新たなブラン
ドアンバサダーとなったプロテニスプ
レーヤー大坂なおみ選手は、USオー
プンで4強に入り、着用のEco-Drive
Bluetooth BZ4006-01Eがラッキー

アイテムになる
か期待される
中、見事に優
勝し注目商品
となった。（4面
に掲載）

　商品においては、シチズンブランド
94本とライセンスブランド37本、そして
海外ブランド111本を展示し、2099万
円～5500円と幅広くそろえた。その中
で「アテッサ」と「クロスシー」を二枚看
板で推し進める。
　高価格帯では、2011年に発表し、今
年のバーゼルモデルが予約で完売状
態の「SATELLITE WAVE」に新しい
990を投入し、「エコ・ドライブワン」、
「ザ・シチズン」を加えた３本柱として展
開する。実売モデルとしては、「プロマス
ター」「エクシード」「シチズンエル」とし
ている。
　低価格帯では「REGUNO」よりディ
ズニーとのコラボ商品が登場。実写版
の公開で話題となっている「Pooh」モ
デルが10月14日に発売されるほか、
ディズニーコラボ商品は今後も増やし
ていく考えを示している。

　注目商品としては、GPS衛星から受
信した時刻を従来の2倍の運針速度で
素 早く表 示する新ムーブメント
Cal.F950を搭載したエコ・ドライブ
GPS衛星電波時計3モデルを「アテッ
サ」から10月12日に発売する。価格は
20万円～23万円＋税。一つは、チタニ
ウム外装に独自の表面硬化技術「デュ
ラテクトMRK」と「デュラテクトDLC」を

重ねて施したモデルで、耐傷性と美し
い艶をもつ「ブラックチタンシリー
ズ」の最高峰に加わる。
　「クロスシー」からは、ティタニ
アラインハッピーフライトから長く
使えるベーシックなデザインで、ア
クセサリーと合わせやすいツー
トーンカラーの2モデルと、その他
2モデルが10月4日に発売され
る。価格は7万 5 0 0 0円と7万
8000円＋税。
　特長は、時代に左右されない洗
練されたベーシックなデザインを
追求。球面サファイアガラスで蕾が
ほころぶイメー
ジを取り入れ、
優しい印象の
オリジナルフォ
ントとキリっと
したカットパー
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　セイコーウオッチは、フラッグシップ
ブランドとして世界で更なる高みを目
指す「グランドセイコー」、世界での存
在感を高める「アストロン」「プロスペッ
クス」「プレサージュ」、そして日々を彩
る「ルキア」「ブライツ」など、強力な新
製品と宣伝販促施策を提案した。

　上半期については、良いところもあ
れば悪いところもあったとした。
　具体的には、西日本の災害により小
売に影響が出たが、東京を中心にGS
（グランドセイコー）の高額品と、プロス
ペックス（スポーツ）を筆頭にしたグロー
バルブランドが好調に推移したほか、ア
ニエス・ベー（ライセンス）などの中低価
格帯においては、郊外型のショッピング
モールなどで、一部在庫が間に合わな
いほどの好調となるなど、西日本の影響
をカバーする形で、予想通りに売上げ、
まずまずの実績とした。
　今後については、グローバルブランド

に注力する。特に高価格帯に力を入れ
る。GSの強化には、デザインを「ヘリ
テージ」「スポーツ」「エレガント」と、そ
れぞれ横（バリエーション）に拡げ
ていく。また、高価格帯を投入する
ことで縦（価格帯）の幅を拡げると
ともに、レディースも強化していく。

レディースにおいては、限定50本
（330万円）が催事などで即日完売
するなどの需要が高まっている。
　更に、毎年4月開催の30万人以上
が集まるミラノデザインウィークにGS
の冠で出展し、アートほか時計以外の
領域にも好感度な人たちに訴求する
機会を設けるなど、新しい販促活動を
力強く実施している。なお、東京での開
催も予定するとした。（4面に掲載）
　注目商品としては、GSから「キャリ
バー9F」の誕生25周年を記念し、
GMT機能を付加した新開発ムーブメ
ント搭載の数量限定（800本）モデル

（1機種／37万円＋税）を10月に投入
し、次いで2機種（33万円＋税）を来年
1月に、全国及び海外市場に投入する。

　新キャリバー「9F86」には、初めて
GMT機能が搭載された。時計を止め
ずに時針のみを修正する時針単独の
時差修正機能により、クオーツウオッ
チの高い精度を失うことなく時差を修
正することができる。また、通常のク
オーツウオッチでは不可能な高いトル
クを合わせもつことにより、より剛性の
高い部品で構成するなど輪列部の見
直しを図った結果、GSにふさわしい力
強く堂 と々したGMT針が搭載された。
　セイコールキアのレディダイヤシリー

ズからは、世界的パティシエのピエー
ル・エルメ氏とのコラボレーションモデ
ルを11月9日に全国で発売する。
　スイーツ「イスパハン」「キャレマン
ショコラ」をテーマに、ダイヤモンドや
サファイアを贅沢に配した華やかで魅
力的な新感覚のモデルに仕上がって
いる。限定モデルは、ピンクグラーデー
ションが2000本、ブラウンが1500本
の数量限定で、共に12万円＋税。

　レギュラーモデルは、アクセサリー感
覚で着けられる新しいケースデザイン
を取り入れ、最高に愛らしいモデルと
なっている。

強力な新製品と宣伝販促施策を提案

高価格帯から低価格帯まで豊富に揃え

GSを筆頭にグローバルブランドを拡充

国内は力不足も、海外は増収
シチズン時計

ツが女性の持つしなやかさと強さを表
現する。ま
た、ツートー
ンカラーの
モデルは、ど
のカラーの
ア ク セ サ
リーにも合
わせやすく、
オン・オフ問
わず使いや
すいのがポ
イント。

セイコーウオッチ

㈱ 萩原

（株）ロージィ ブルー 〒110-0015 東京都台東区東上野1-10-6 ジュリーマート3F
 TEL 03-3836-7088　FAX 03-3836-7099　www.rosyblue.com本社：03-5817-0353　西日本支社：06-6252-4477保険のご相談は（株）東時へ

●発行所（株）時計美術宝飾新聞社
●編集発行人　藤井正義

〒110-0015 東京都台東区東上野1-26-2 
ジュエラーズタウン・オーラム5F

TEL（03）3833-1886 FAX（03）3833-1717
http://www.e-tkb.com

毎月1日・15日発行
年間購読料8000円／1部400円

振替口座00190-3-57579

本紙読者の皆様へ　購読料払い込みのお願い
　「ＴＨＥＷＡＴＣＨ&ＪＥＷＥＬＲＹＴＯＤＡＹ」のご愛読に感謝申し上げます。本紙は大正15年（1926年）創刊の業界最古の
時計・宝飾・眼鏡の専門紙として、業界の健全な発展に資する紙面作りを行なっています。既に購読料（年間定期8,000円）をお払
込みいただいております読者の皆様には引き続き購読をお願いするとともに、払い込み手続きをなされていない読者の皆様にはぜ
ひご協力いただきますようお願い申し上げます。
　購読料の払い込みは次の口座にお願いします。　口座名：㈱時計美術宝飾新聞社　振替口座：東京00190－3－57579
取引銀行：みずほ銀行上野支店普通預金　口座番号：1030608　　　　　　　　　　　　　　　　 ㈱時計美術宝飾新聞社
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